
第７回第７回第７回第７回  国際高校生フォーラム国際高校生フォーラム国際高校生フォーラム国際高校生フォーラム in 倉吉２００８倉吉２００８倉吉２００８倉吉２００８ 

実実実実    施施施施    要要要要    項項項項 

鳥取県立倉吉東高等学校 

高校生フォーラム実行委員会 

１１１１    趣趣趣趣    旨旨旨旨 

    高校生が独自の自由な発想を生かして、現代社会の諸問題に真正面から取り組み、その解 

決策を模索し、学校・地域・国境を越えた意見交換をするなかで、高校生として今考えうる 最

大限可能な提言をまとめ、将来の日本および世界に貢献できる資質を身につける。 

２２２２    目目目目    的的的的 

  (1) 広い視野と深い問題意識をもち、公正で逞しいリーダーとして次代を担う高い志をもつ   

生徒の育成。 

 (2) 効果的な表現方法を用い、説得力のあるプレゼンテーションができる生徒の育成。 

 (3) 広汎な交流と知的・社会的刺激の授受により高度な学びへ向かう主体的生徒の育成。 

３３３３    活動内容活動内容活動内容活動内容 

 (1) 所定のテーマにもとづいて調査・研究・思索したことをもとに、 

 (2) 視聴覚機器を効果的に使ってプレゼンテーションしながら、 

 (3) 自分たちの主張や提言としてまとめ、発表する。 

 (4) 質疑応答と相互評価を展開し、 

 (5) 最後に有識者による講評・表彰（最優秀校・優秀校）を行う。 

４４４４    テーマテーマテーマテーマ 

 (1) 生徒が興味をもって主体的に取り組むことができ、かつ今日的・将来的に大きな社会的   

意義をもつもの。 

 (2) 思索や議論にはばと広がりがあり、お互いの認識がともに深められるもの。 

 (3) 今年度のテーマは、 

「高校生、未来への希望を語る」「高校生、未来への希望を語る」「高校生、未来への希望を語る」「高校生、未来への希望を語る」 

～人類の進歩を問い直す中で、いかなる希望が語れるか～～人類の進歩を問い直す中で、いかなる希望が語れるか～～人類の進歩を問い直す中で、いかなる希望が語れるか～～人類の進歩を問い直す中で、いかなる希望が語れるか～ 

    

<趣旨説明> 

 人類は近代以降急速に文明を発達させながら進歩してきたと言われる。現に我々は    

科学技術による物質的豊かさや、自由・平等・民主主義といった理念に基づく整えられた諸制

度など文明の恩恵に浴していて、そのお陰で現在の生活が成り立っていると感じている。また、

更なる自由の拡大と物質的豊かさの実現を未来への希望としながら、人類は進歩を志向してき

たといえる。 

 一方、文明が進んでいるといわれる先進国においても環境問題や所得格差問題、少子化問題

などが発生し、進歩主義の観念（進歩のイデオロギー）を無条件で肯定できない状況がある。

また、進歩は競争によってもたらされるとして、際限のない競争に向かおうとする市場原理主

義の考え方にも、人々は未来への希望を信じることが困難になっている。 

 そこで、進歩のイデオロギーを改めて検証し、人類にとって進歩はどのようであるのが望ま

しいかを考察した上で、我々はどのような未来への希望を見出すことができるかを明確に提示

してほしい。 

 



５５５５    プレゼンテーション条件プレゼンテーション条件プレゼンテーション条件プレゼンテーション条件 

 (1) 確かな裏付けにもとづいて一つ以上の明確な解決策を提示すること。 

 (2) 視聴覚機器、パソコン等を用いること。 

 (3) 発表時間は１校２０分以内とする。 

６６６６    主主主主    催催催催        鳥取県立倉吉東高等学校 高校生フォーラム実行委員会 

７７７７    後後後後    援援援援        鳥 取 県 教 育 委 員  会  

８８８８    参加・招待校参加・招待校参加・招待校参加・招待校 

   全国公立高校の中で、趣旨に賛同し代表生徒（５名以内、学年は問わない）を派遣で   

きる高校。 

  参加予定高等学校 

   長野県松本深志高等学校   ・静岡県立浜松北高等学校  ・島根県立松江北高等学校 

    岡山県立岡山操山高等学校  ・福岡県立修猷館高等学校  ・鹿児島県立甲南高等学校 

   大韓民国京畿道安養高等学校 ・英国 Baines school     ・鳥取県立倉吉東高等学校           

以上９校 

９９９９   日程・会場日程・会場日程・会場日程・会場 

 (1) 期 日        平成２０年８月１０日（日）～１２日（火）の３日間 

 (2) 会 場        鳥取県倉吉市駄経寺２１２－５ 

          鳥取県立倉吉未来中心      ℡(0858) 23 - 5390 

 (3) 日 程 

    第１日第１日第１日第１日    ８月１０日（日）８月１０日（日）８月１０日（日）８月１０日（日）  会 場  倉吉未来中心 大ホール 

       午 前 ： 会場準備・ 発表予行 

    午 後 ： 校内実行委員会・発表予行 

                  開会行事 

                 基調講演：佐藤 香氏 

         東京大学社会科学研究所日本社会研究情報センター准教授 

            ※著 書 ｢社会移動の歴史社会学」東洋館出版社 

          論 文「戦間期日本における職業と学歴―1896-1925 年出生 

              コホートにみる旧制中等教育の社会的位置」(1995） 

             「高卒無業者層の研究」(1997) 

              「社会移動からみた近代都市東京の形成過程―都市移 

              住者の計量歴史社会学」(1998) など 

          

情報交換会 

    

   第２日第２日第２日第２日    ８月１１日（月）８月１１日（月）８月１１日（月）８月１１日（月）     会 場    倉吉未来中心大ホール 

       午 前 ： 各参加校のプレゼンテーション 

       午 後 ：  各参加校のプレゼンテーション 

                  討論・まとめ・講評 

              ゲストコメンテーター  

         佐藤 香 氏（東京大学社会科学研究所日本社会研究情報センター准教授） 

         山口 健二 氏（岡山大学教育学部准教授） 

         

            レセプション 

 



    第３日第３日第３日第３日    ８月１２日（火）８月１２日（火）８月１２日（火）８月１２日（火）      会 場  倉吉来中心 セミナールーム№３ 

       午 前 ： 表彰・講評・特別講義・閉会行事  交流行事 

                  （特別講義 講師 山口 健二 氏） 

 

スケジュール表

時間 会 場 ： 倉吉未来中心（大ホール・セミナールーム№３）

9:00 10:00 12:00 13:00 15:00 17:00 19:00 20:00期日

情報情交校内実行 開会行事

会場 換会発表予行 昼食 委員会 受A 移

セミナ ル ム№3 （セミナ ル ム8 10月 日 準備 （ ）- - - -基調講演 動

5）（月） 付

～発 表 ～ 16:45 17:15

発表予行Ｃ予行 会場準備

B

～ ～受 9:30 18:00プレゼンテ 討 論

レ セ プ シ ョプレゼンテーシ 昼食 ーション 会場まとめ

（倉吉シテ8 11月 日 付 ョン 移動講 評 ン

ィ ホテル）（火） ～ ～12:10 14:15

受 表 彰

交流講評

行事8 12月 日 付 特別講義

（水 閉会行事）

-（ セ ミ ナ

ル ム№3）-

 


